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⑥ 市民憲章
広
報

わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての跨

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲軍を定めま或
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで鰭しあいきまりを守り明るいあびこにします
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漆
原
啓
子
・
迫
昭
嘉
・
上
村
昇
ト
リ
オ

コ
－
ト
ゞ
謹
善
毫
襄

フ
サ
を
開
催
《
享
峰
菫
臺
“

音
色
（
漆
原
）
、
豊
か
な
表
現
力
と

透
明
感
あ
る
美
し
い
音
（
迫
）
、
清

ｖ
親
と
子
の
う
ノ
ラ
ン
潟
／
の
夕
べ
人
雲
霞
な
薑
壹
宿

々
が
高
い
評
価
を
受
け
、
第
１
級

囿
幽
６
月
恥
日
（
土
）
午
後
４
時
開
場
、
５
時
開
演

の
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
活
踊
中
の
３

人
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。

囹
凹
市
民
会
館

小
さ
い
頃
か
ら
本
物
の
音
楽
を

聴
く
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
な
情
操

▼
日
時
６
月
究
日
（
土
）
午
後
４

まつり
一一一

あ
I■■

第
艸

b ，

日時：5月9日（日）午前10時から午後3時

場所：手賀沼公園ｺﾐｭﾆﾃｨ広場(雨天の場合､中央公民館）
回

鈎
曾
》０

の

今
年
で
第
個
回
目
を
迎
え
る
あ
び
こ
福
祉
ま
つ
り
が
、
５

月
９
日
（
日
）
手
賀
沼
公
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
今
年
も
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
。
若
葉
い
っ
ぱ
い

の
季
節
、
障
害
の
あ
る
人
も
高
齢
の
人
も
、
大
人
も
子
供
も

み
ん
な
で
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
参
加
は
無
料
。

▼
問
い
合
わ
せ
社
会
福
祉
協
議
会
壷
（
別
）
１
５
３
９

み
ん
な
で
つ
く
る

a

pa

0

●．． 夕
口

昨年行われた福祉まつり

あ
び
こ
福
祉
ま
つ
り
は
、
今
年

で
皿
回
目
を
迎
え
ま
す
。

「
み
ん
な
で
つ
く
る
街
、
共
に
生

き
る
街
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
民
の

み
な
ざ
ん
が
気
軽
に
参
加
し
「
障

害
者
の
方
と
一
緒
に
楽
し
め
る
催

し
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
福
祉
団
体
を
は
じ
め
、

手
話
サ
ー
ク
ル
、
特
別
韮
謹
老
人

ホ
ー
ム
久
遠
苑
・
和
楽
園
、
県
立

あ
び
こ
養
謹
学
校
、
消
費
者
の
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
な
ど
に
よ
る

模
擬
店
、
展
示
・
即
売
会
…
な
ど

催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

こ
の
ほ
か
、
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

大
会
、
綱
引
き
、
○
×
ク
イ
ズ
ヘ

人
気
の
子
供
広
場
で
の
お
も
ち
ゃ

作
り
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

楽
し
い
あ
び
こ
福
祉
ま
つ
り
に
、

ご
家
族
連
れ
で
、
ぜ
ひ
お
出
か
け

ノ
、
だ
さ
い
。

と
も
に
生
き
る

I

時
開
場
、
５
時
開
演

▼
場
所
市
民
会
館

▼
演
奏
曲
目
ド
ヴ
オ
ル
ザ
ー
ク

・
・
ソ
ナ
チ
ネ
リ
ス
ト
・
・
バ
ラ
ー

ド
第
２
番
ロ
短
調
ほ
か

▼
入
場
料
Ｓ
席
２
５
０
０
円

（
指
定
席
）
、
親
子
券
３
０
０
０

円
（
親
子
各
１
名
、
自
由
席
）
、

自
由
席
２
０
０
０
円

▼
前
売
り
開
始
今
日
か
ら

▼
入
場
券
発
売
所
平
賀
脅
店
、

ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
店
、
プ
ッ

ク
ス
ス
ズ
キ
、
石
川
春
光
堂
、
あ

び
こ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
レ
コ

ー
ド
あ
つ
ぶ
る
、
ポ
ピ
ー
、
市
民

会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り
、
図
惑
館

湖
北
台
・
布
佐
分
館
、
中
央
公
民

館
、
柏
そ
ご
う
、
柏
高
島
屋
、
取

手
と
う
き
ゅ
う

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
念
（
露
）
１
１
５
１

糸
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
（
午
前

９
時
鋤
分
受
付
、
小
雨
決
行
）

▼
定
員
先
請
訓
チ
ー
ム
（
市
内

在
住
者
で
１
チ
ー
ム
３
～
５
名
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏

名
、
年
令
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

５
月
７
日
（
金
・
必
着
）
ま
で
に

我
孫
子
１
６
８
４
教
育
委
員
会
体

育
課
壷
（
蓮
１
１
５
１
へ

争
和
太
鼓
湖
北
台
河
童
太
鼓
他

冬
綱
引
き
参
加
自
由

幸
バ
ン
ド
演
奏
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｐ
Ｏ

Ｔ
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ン
ド
が
出
減

争
手
話
ダ
ン
ス
て
が
の
会
他

争
Ｏ
ｘ
ク
イ
ズ
み
ん
な
で
挑
戦

季
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
の
み
な
き
ん
と
一
緒
に
踊

イ
ベ
ン
ト

＊
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
＊
ヨ
ー
ヨ

ー
つ
り
＊
は
り
が
ね
お
も
ち
や

作
り
な
ど

◎
そ
の
他
目
の
不
自
由
な
人
や

車
椅
子
利
用
の
方
へ
の
介
睡
を
体

験
し
て
も
ら
う
体
験
コ
ー
ナ
ー
な

ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

り
ま
せ
ん
か
。

品
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
演
奏

子
供
広
場
一
桙
鯏
綱
分
一
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Inrecentyears,moreandmoreforeignershavebeen
livinginandvisitmgAbiko.

Wepublishedtheguidebook['LivinginAbiko''in
Englishwhichgivesvariousi㎡ormationtoforeign
residentsforlivinginAbikolike.

#Wheretocallandwhattodoincaseofemergency.
#Basicinformationonhousingandutility.
#Howtodiposeofgarbage.
#Outlineofschoolsandothereducationalfacilities.
#Medical,health,andsportsfacintiesandhowtouse

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

＃
＃
＃
＃
＃
曲 峨羅子而酋濁：

ガｲ膿”鋤が完成宴

国
際
化
の
進
展
に
伴
い
、
留

学
生
や
本
市
を
訪
れ
る
外
国
人

の
方
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
内
に
お
住
ま
い

の
外
国
人
の
方
に
自
分
た
ち
の

ま
ち
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
、

楽
し
く
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ

う
英
語
版
「
我
孫
子
市
生
活
ガ

eln

AnAnditcomeswithadetailedmapofAbikoshowing
youthelocationoffacilitiesandsights.

Wesmcerelyhopethisbookwilleasethetransition

toAbikoandenableyoutohaveamorepleasantand
comfortabledailylife.

Youareabletopickoneupfreeofchargeatfollowing
locations.

#ForeignResidents'RegistrationDeskofCitizens'Division
atAbi:koCityHall.

#BranchesandLiaisonofficesofCityHall.
#AbikolnternationalRelationsAssosiation(AIRA),
AbikoCityHall

Forfurtherinformation,pleasecontacttheAbikoCity
P1ammgDivision,"85-1111ext.251

Ｂ
５

判
・
釦
ペ
ー
ジ
・
マ
ッ
プ
入
り
）

を
作
成
し
ま
し
た
。

外
国
人
の
方
に
市
の
概
要
な

ど
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

内
容
は
す
べ
て
英
語
で
表
記
マ

ッ
プ
に
は
公
共
施
設
や
公
園
な

ど
見
ど
こ
ろ
を
写
真
や
イ
ラ
ス

ト
を
使
い
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が

あ
れ
ば
、
外
国
人
の
方
も
安
心

し
て
ま
ち
を
歩
い
た
り
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
大
変
便
利
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
配
布
対
象
市
内
在
住
の
外

国
人
の
方

▼
蜜
用
無
料

▼
配
布
場
所
市
民
課
外
国
人

登
録
窓
口
（
市
役
所
本
庁
）
、

各
支
所
・
行
政
連
絡
所
、
企
画

課
内
我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会

事
務
局
（
西
別
館
３
階
）

※
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
み
も
で
き

ま
す
。

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
に
住
所
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
我
孫
子
１
８

５
８
市
役
所
企
画
課
壷
（
妬
）
１

１
１
１
内
線
２
５
１

下総基地 米軍機使用 絶 対反対の
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ｺﾝボストの購入に
補助金を交付します

|， 現
在
、
市
に
お
け
る
ご
み
の
鍛

終
処
分
は
、
他
県
の
民
間
処
分
場

に
委
託
し
て
埋
め
立
て
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
処
分

饗
用
が
増
え
る
一
方
で
あ
り
、
自

然
蝋
境
へ
の
悪
彩
辮
も
心
配
さ
れ
、

ご
み
の
減
量
は
、
市
の
重
要
課
題

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ポ
ス
ト
（
生
ご
み
処
理
容

器
）
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み

を
土
の
中
の
微
生
物
の
働
き
に
よ

り
発
酵
・
分
解
し
て
堆
肥
化
さ
せ

る
も
の
で
、
堆
肥
は
家
庭
菜
園
な蕊

ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を

F

1

P

ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

既
に
２
５
０
０
容
器
が
活
用
さ

れ
て
お
り
、
２
年
間
で
約
１
４
０
０

ト
ン
の
生
ご
み
の
減
量
と
有
効
利
用

が
図
ら
れ
、
約
４
２
０
０
万
円
の
ご

み
処
理
経
饗
が
節
約
で
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
ご
み

減
量
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
示

す
も
の
と
い
え
ま
す
。

市
で
は
、
コ
ン
ポ
ス
ト
の
峨
入

識
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
コ
ン
ポ
ス
ト
を

利
用
し
て
ご
み
の
減
壷
に
ご
協
力

し
て
く
だ
さ
い
。

’
生ごみで簡単に

堆肥がつくれます

▼指定販売店
平
成
５
年
ｎ
月
１
日
が
納
期
限

の
市
税
か
ら
、
口
座
振
替
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

市
税
は
、
市
が
発
行
す
る
納
付

譜
で
毎
回
金
融
機
関
な
ど
で
納

め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

忙
し
い
時
な
ど
は
「
あ
と
で
．
．
」
と

思
っ
て
い
る
う
ち
に
納
め
忘
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
電
気
・
水
道
料
金
な

ど
と
同
じ
よ
う
に
市
税
も
口
座

振
替
に
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

毎
回
納
め
に
行
く
手
間
が
は
ぶ
け
、

納
め
忘
れ
も
な
く
安
心
で
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
希
望
の
方
は
、
納
税
通
知
書

嗣
翻
の
納
付
睦

便
利
な
回
国
湿
曽
酉

窪
面
の
金
融
機
関
の
本
・
支
店
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
依
頼
書
が
置

い
て
な
い
支
店
等
も
あ
り
ま
す
の

で
そ
の
際
は
収
税
課
ま
で
ご
連

絡
を
く
だ
さ
い
。

▼
口
座
振
替
が
で
き
る
税
目
市

・
県
民
税
、
固
定
黄
産
・
都
市
計

画
税
、
軽
自
動
車
税

▼
口
座
振
替
の
方
法
期
別
に
よ

る
納
付
の
み

▼
手
続
き
開
始
日
７
月
１
日

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の
納
税

通
知
書
、
預
金
通
帳
、
通
帳
届
印

▼
問
い
合
わ
せ
収
税
課
収
税
第

１
係

識を考える市民膜い｜

|則

＝政治改革と地方分権

高齢社会対策の視点から＝
駒

「
く
ら
し
に
生
か
そ
う
平
和
憲

法
」
を
テ
ー
マ
に
、
毎
年
５
月
３

日
に
行
っ
て
い
る
恋
法
を
考
え
る

市
民
の
集
い
は
、
今
年
で
皿
年
目
。

憲
法
第
あ
条
に
は
、
「
す
べ
て

国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低

限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す

る
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
生

存
権
・
国
の
社
会
保
障
義
務
を
規

定
し
た
条
文
で
す
。

集
い
で
は
迫
り
く
る
高
齢
社
会

に
、
こ
の
第
あ
条
の
糖
神
を
生
か

し
た
社
会
を
作
っ
て
い
く
た
め
に

何
が
必
要
か
を
皆
さ
ん
と
共
に
考

え
た
い
と
、
過
去
２
回
、
関
連
の

行
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

県
立
手
黄
の
丘
少
年
自
然
の
家

で
は
、
少
年
自
然
の
家
な
ど
の
青

少
年
育
成
施
設
を
利
用
す
る
団
体

の
指
導
者
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

，【県立手賀の丘少年自然の家

『利用団体指導者
研修会」を開催

今
年
は
、
厚
生
省
の
「
地
方
老

人
保
健
福
祉
計
画
」
策
定
班
の
委

員
で
あ
っ
た
沢
井
勝
氏
を
招
い
て
、

い
ま
話
題
の
政
治
改
革
と
地
方
分

権
を
、
高
齢
社
会
対
策
の
視
点
か

ら
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
ビ
デ
オ
の
上
映
も
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
５
月
３
日
（
祝
）
午
後
１

時
釦
分
か
ら
（
入
場
無
料
）

▼
場
所
市
民
会
館
大
会
議
室

▼
講
師
沢
井
勝
氏
（
北
九
州
市

立
大
学
教
授
）

▼
問
い
合
わ
せ
憲
法
を
考
え
る

市
民
の
集
い
実
行
委
員
会
事
務
局

壷
（
理
１
１
１
１
内
線
５
１
９

▼
日
程
５
月
型
日
王
）
か
ら
詔

日
（
日
）
１
泊
２
日

▼
場
所
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自

然
の
家
君
南
町
）

▼
内
容
＊
講
義
・
・
宿
泊
研
修
の

意
義
と
研
修
計
画
の
立
て
方
）

＊
実
技
…
キ
ヤ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、

ニ
ユ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
ラ
ー
ト
、
チ

ユ
ッ
ク
ボ
ー
ル
等
）
鑑
蛍
・
・
・
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ど

▼
対
象
＊
小
・
中
学
校
及
び
高

校
の
宿
泊
指
導
担
当
者
＊
少
年

団
体
な
ど
の
指
導
者
＊
峨
場
及

び
職
域
の
研
修
担
当
者

▼
定
員
“
名
（
先
藩
順
）

▼
愛
用
１
人
３
０
０
０
円
程
度

▼
持
参
上
履
き
、
筆
記
用
具

寝
間
着
、
着
替
え
な
ど

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
手
震
の
丘
少
年
自
然
の
家
霊

（
虹
）
１
９
２
３
へ

「
平成5年度

消防団役員と分団長

火
事
や
災
害
な
ど
か
ら
私
た
ち

の
生
命
と
財
産
を
守
っ
て
く
れ
る

消
防
団
。
江
戸
時
代
か
ら
の
長
い

歴
史
と
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
守
っ
て
き
た
と
い
う
伝
統

が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
市
内
に
は
幻
個
の
分
団

が
あ
り
、
２
５
８
名
（
定
数
は
２

６
６
名
）
の
一
般
市
民
の
方
が
、

地
域
防
災
の
担
い
手
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

平
成
５
年
度
の
役
員
と
分
団
長

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
警
防

課
容
（
鍵
）
０
１
１
９

’

－

春
季
行
政
相
談
強
調
週
間
§
j月
2216

日日

定
例
行
政
相
談
日
５
月
叫
日
（
月
）

職
員
の
応
接
態
度
・
言
葉
遮
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
市
で
は
、
次
の
と
お
り
定
例

い
を
改
め
て
欲
し
い
。
事
務
処
を
受
け
て
そ
の
解
決
や
実
現
の
行
政
相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談

理
・
混
雑
の
解
消
を
迅
速
に
し
促
進
を
図
る
の
が
行
政
相
談
制
度
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

て
欲
し
い
な
ど
。
皆
さ
ん
の
行
で
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
５
月
型
日
（
月
）
午
前

、
時
か
ら
午
後
３
時

▼
場
所
市
役
所
西
別
館
３
階

市
民
相
談
室

▼
相
談
員
井
上
道
英
（
柴
崎
）

壷
（
理
４
７
３
５
斉
藤
栄
子

（
泉
）
壷
（
理
）
８
７
４
５

▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課

市
民
相
談
係

店名

市農協本所

市農協湖北支所

市農協布佐支所

㈲ 扇 屋 商 店

住所

寿1－14－18

古戸171-2

布佐1132

緑1－4－2

電話

(82)3121

(88)2511

(89)3151

(82)0014

計
曇
器
の
事
前
調
査
を
実
施

６
月
１
日
（
火
）
か
ら
８
日
（
火
）
院
、
学
校
な
ど
を
対
象
に
調
査

ま
で
行
わ
れ
る
計
鼠
器
の
定
期
検
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご

査
に
先
立
ち
、
５
月
即
日
（
木
）
ま
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

で
に
事
前
調
査
を
行
い
計
量
器
定
な
お
、
検
査
会
場
な
ど
は
５

期
検
蚕
申
講
書
を
配
布
し
ま
す
。
月
亜
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

計
量
器
を
取
り
引
き
や
証
明
に
▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

使
用
し
て
い
る
商
店
や
工
場
、
病
消
我
生
活
係

お
わ
び
と
訂
正

４
月
頚
日
号
１
面
市
議
会
第
１
回
定
例
会
の
議
決
結
果
の
記

事
中
、
新
年
度
予
算
な
ど
調
議
案
を
可
決
と
あ
る
の
は
、
率
議
案

を
可
決
の
誤
り
で
す
。
議
案
の
う
ち
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

は
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

第
剛
〃

中
島

雁

都
10

1

（
的
）
２
３
３
５

第
卯
〃

広
瀬
一
弘

布
佐
３
０
０
９

（
鯛
）
２
５
３
２

掘
四
〃

森
田
圭
一

布
佐
２
１
０
２

（
的
）
２
２
１
９

莱
蝸
〃

志
水
幸
一

布
佐
９
０
２
‐
４

（
脇
）
２
２
５
１

17

〃‘

田
口
寿
美
雄

新
木
１
９
０
４

（
鯛
）
１
７
０
５

16

〃

田
口
俊
郎
薪

１
７
６
４

（
肥
）
２
７
３
５

晦
〃

増
田

操

日
秀
刎

（
鯛
）
２
２
４
６

盟

14

〃

鈴
木
憲
司
中
峠
２
０
４
９
１
８

（
胡
）
２
５
２
２

13

〃

中
野
良
光
中
里
３
０
０

（
肥
）
１
８
２
０

ぜ

皿
〃

千
浜
忠
湖
北
台
４
１
，
１
８

（
師
）
１
２
７
５

母

ｕ
〃

飯
塚
隆
中
峠
１
５
３
４

（
肥
）
１
１
３
２

10

〃

飯
田

浩

布
施
２
３
８
５

（
腿
）
７
７
９
４

9

〃

鈴
木
正
己

久
寺
家
３
５
７

（
腿
）
３
５
６
８

８
″

鈴
木
宏
之

根
戸
３
６
１

（
別
）
４
６
２
３

好

7

〃

鈴
木
正
明

商
野
山
２
０
４

ゞ
（
魂
）
８
７
７
１

6

〃

岡
田
一
美
岡
発
戸
９
４
２

（
蛇
）
８
６
６
１

５
″

渡
辺
健
下
ケ
戸
４
７
７

（
配
）
０
７
３
９

４
ヨ
″

川
口
浩
青
山
８
７
５

（
躯
）
７
９
７
５

3

〃

梅
漂
隆
寿
柴
崎
９
４
４

（
躯
）
４
６
４
８

第
２
〃

成
島
康
夫
野
１
１
Ⅳ
Ｉ
皿

（
躯
）
１
５
１
５

第
１

分
団
長

石
戸
市
和

，
町
２
１
３
１
皿

（
艶
）
０
０
３
２

姉
姫
《
ｂ
″

飯
尾
利
雄

咋
佐
２
０
１
４

（
的
）
２
８
３
９

第
５
〃

宮
久
保
勝
古
戸
調

（
鯛
）
２
５
４
６

第
４
〃

中
野
正
弘
中
里
３
２
９

（
肥
）
２
７
２
０

第
３
〃

神
戸
照
仁

根
戸
３
２
８

（
腿
）
２
３
５
１

餓
牢
ワ
“
″

海
老
原
理
男

岡
発
戸
９
２
９

（
腿
）
５
２
６
５

第
１
方
面
隊
長

玉
田
進
一

白
山
１
１
妬
Ｉ
肥

（
配
）
０
２
０
８

〃

飯
田
和
行
緑
１
１
４

（
腿
）
０
６
２
４

副
団
長

土
佐
倫
徳

中
里
73

（
鯛
）
９
２
８
０

団
長
松
島

祥

布
佐
３
３
８
５

I

（
的
）
３
４
２
７

職
名

氏
名

住
所

電
騒
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▼
時
間
午
前
９
時
釦
分
か
ら
、

時
鋤
分
（
第
２
回
の
み
午
後
１
時

か
ら
３
時
）
開
始
、
分
前
に
は
受

付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
筆
記

用
具
は
毎
回
。
第
１
回
。
２
回
は

バ
ス
タ
オ
ル
ー
枚
（
体
操
時
に
必

要
）
。
第
３
回
は
歯
ブ
ラ
シ
。

こ
れ
か
ら
父
親
、
母
親
に
な
る

方
、
ぜ
ひ
ご
夫
婦
で
ご
参
加
を
。

▼
日
時
５
月
詔
日
（
金
）
午
前
９

時
鋤
分
か
ら
ｎ
時
（
受
付
は
当
日

午
前
９
時
お
分
か
ら
）

▼
内
容
＊
遁
塾
リ
映
写
「
母
と
子

の
き
ず
な
」
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
〈
実
習
）
＊
そ
の
他

健康ガイド|s月の日曜，休日当龍
し
あ
わ
せ
学
級

一

母
親
学
級

保
健
セ
ン
タ
ー

湖
北
台
１
の
似
の
胴

（
湖
北
駅
南
口
徒
歩
２
分
）

狂
（
師
）
１
１
３
１

』

し診療時間午前9

レ持参するもの保

電話’｜
’

病 医院名日

平和台病院’ 89-11112日

身
体
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん
体
操
、

栄
養
、
育
児
等
に
つ
い
て
の
細
か

い
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
日
程
５
月
ｎ
日
か
ら
溺
日
ま

で
の
毎
週
火
峨
日

ぐ
母
親
学
級
日
程

育
児
相
談

妊娠中、産後の生括
妊婦体操（実習）

5月7日

（金）
我孫子つくし野病院 84-22113日 第1回

アビコ外科整形外科病院 84-73214日

産科医の話（妊娠中の異
常とお産の経過）
妊婦体操（実習）

5月14日

（金）

，

我孫子聖仁会病院
耳胤咽喉科 飯田医院

88-3111

83-3159

第2回
5日

でアビコ外科整形外科病院

森沢内科

１
０
２
３

３
９

７
８

一
一

４
２

８
８

妊娠中の棚科衛生（歯み
がき実習）

妊娠中の栄謎
赤ちゃんの難砿

9日
5月21日

（金）
第3回

我
岩

孫子東邦病院

津皮間科医院

82-8166

88-3113
L6日

▼
受
付
時
間
午
前
９
時
猫
分
か

ら
９
時
妬
分
（
該
当
児
）
、
午
前
９

時
妬
分
か
ら
、
時
釦
分
（
そ
の
他

相
談
の
あ
る
方
）

▼
対
象
＊
平
成
５
年
１
月
生
ま

れ
（
通
知
が
い
き
ま
す
）
＊
０
～
６

歳
児
（
相
談
の
あ
る
方
）

※
乳
児
健
診
は
母
子
健
康
手
帳
の

無
料
券
（
３
～
６
か
月
用
、
９
～
皿

か
月
用
）
を
利
用
し
、
医
療
機
関
で

受
け
ま
し
ょ
う
。

１
歳
半
の
頃
は
、
基
本
的
な
生

活
習
憧
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
切

な
時
期
で
す
。
健
全
に
育
て
て
い

く
た
め
に
も
う
一
度
母
親
、
父
親

の
役
割
を
見
つ
め
な
お
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
日
程
＊
５
月
６
日
（
木
）
・
・
・
平

我孫子つくし野病院

竹内医院

一.一.一・一.ー 1

１
６

１
３
２
８
２
５

一
一

４
２
８
８

23日

今年から

“

成人病健診
乳 が ん 検 診
子宮がん検診

我孫子聖仁会 病 院

横山眼科医院

１
３
１
０

１
４
３
５

一
一

８
２

８
８’30日

０
１
■
０
日
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
０

テレホン
サービス a(87)1141 受診してくだきい’

成
３
年
、
月
１
日
～
西
日
生
ま
れ

＊
５
月
週
日
（
木
）
．
：
平
成
３
年
、

月
西
日
～
証
日
生
ま
れ

▼
受
付
時
間
午
前
９
時
通
分
か

ら
、
時
釦
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票
、
歯
ブ
ラ
シ
（
大
人
用
、
子
供

用
各
１
本
）

而
槻
唱
諾
躍
動

生
後
３
か
月
か
ら
４
歳
未
満
で

ポ
リ
オ
投
与
を
２
度
済
ま
せ
て
い

な
い
乳
幼
児
（
１
回
目
と
２
回
目

の
間
隔
は
６
週
間
以
上
あ
け
る
こ

と
）
。
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
。

▼
日
時
５
月
鵡
日
（
火
）
、
溺
日

（
火
）
午
後
１
時
訓
分
～
２
時
鋤
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
問
診

票
次
の
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
や
麻
疹

の
予
防
接
種
を
受
け
る
際
、
Ｍ
Ｍ

Ｒ
（
新
三
種
混
合
Ｉ
麻
疹
、
風
し

ん
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
）
を
希
望
す
る

方
は
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
印
鑑

▼
愛
用
該
当
児
は
無
料

一
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

、

保健センターでは、今年の4月に成人病健

診、子宮がん検診、乳がん検診の対象の方に

受診券(ハガキ)をお送りしました。これは、

受診手続きを簡単にしたl)、成人病健診（集

団）の結果を確実に送るために行うものです。

受診されるときには、受診券を切り離し、

電話番号を記入し、持参してください。

惨対象平成6年3月31日現在で満30歳以上

の女性と満40歳以上の男性(市･県民税を特別

徴収で納めている方を除く）

※対象となる方でまだ受診券が届かない方や

会社等での健診が行われない方が受診を希望

するときは、保健センターへお問い合わせく

ださい。

生
ワ
ク
チ
ン

オ
）
投
与

屑
こ
り
や
腰
痛
で
悩
ん
で
い
る
、一

柏
保
健
所
か
ら

人
は
い
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
個
別

相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

▼
時
間
午
後
１
時
鋤
分
か
ら
３

▼
日
時
５
月
即
日
（
木
）
、
午
前

９
時
巧
分
か
ら
、
時
釦
分
受
付

▼
対
象
平
成
２
年
９
月
生
ま
れ

（
該
当
者
に
は
通
知
が
い
き
ま
す
）

▼
内
容
歯
科
健
診
、
歯
み
が
き

指
導
、
フ
ッ
化
物
塗
布
（
希
望
者
）

▼
持
参
通
知
ハ
ガ
キ
、
歯
ブ
ラ

、
三
親
と
子
）
、
コ
ッ
プ
ヘ
タ
オ
ル
、

母
子
健
康
手
帳

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
主
治

医
に
相
談
の
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ム
シ
歯
予
防
教
室

肩
こ
り
腰
痛

三種混合
百日 せ き

ジフテリア

砿傷風

麻疹

(はしか）II
日本脳炎

U■

鋪
１
期
は
生
後
胆
か
月
か
ら
鯛
か
月
未
満
（
３
～
８
週
間
隔

で
３
回
接
種
）

２
期
は
１
期
終
了
後
翅
～
魁
か
月
未
満
に
１
回
接
種

〔
二
種
混
合
（
破
勝
風
・
ジ
フ
テ
リ
ア
）
を
受
け
る
場
合
は
、

医
師
に
相
談
し
て
下
さ
い
〕

生
後
理
か
月
か
ら
”
か
月
未
満
の
乳
幼
児
（
１
回
接
菰
）

な
お
、
生
後
肥
か
月
か
ら
稲
か
月
ま
で
に
接
種
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
（
８
月
を
除
く
年
間
）

３
歳
の
蹉
生
日
か
ら
就
学
前
（
小
学
校
に
入
学
す
る
年
の
３

月
誕
日
）
ま
で
の
幼
児

１
期
は
１
～
２
週
間
の
間
隔
で
２
回
接
甑

２
期
は
１
期
終
了
後
翌
年
１
回
接
砿
（
４
月
か
ら
７
月
ま
で
）

該
当
児
お
よ
び
接
種
期
間

’
I

因

▼
日
時
５
月
ｎ
日
（
火
）
午
後
０

時
娼
分
か
ら
１
時
鐘
分
受
付

時
（
受
付
、
午
後
１
時
～
１
時
釦
分
）

▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接

お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
健
康
手
帳

司
肩
こ
り
・
腰
痛
教
室
日
程

３
歳
児
健
康
診
査

乳
房
の
病
気
に
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
特
に

重
大
な
病
気
で
あ
る
乳
ガ
ン
は
、

年
々
埴
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

体
の
表
面
近
く
に
で
き
る
の

で
、
ふ
だ
ん
か
ら
注
意
し
て
観

察
し
た
り
、
触
れ
た
り
し
て
い

れ
ば
、
自
分
で
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

釦
歳
を
過
ぎ
た
ら
毎
月
お

こ
な
う
習
悩
を
つ
け
、
乳
ガ
ン

健
康
メ
モ
⑳

▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
配
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
童

▼
日
時
５
月
幻
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時

▼
場
所
柏
保
健
所

▼
内
容
整
形
外
科
医
に
よ
る
診

察
・
指
導
・
保
健
婦
に
よ
る
相
談

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
平
成
２
年
２
月
１
日
か

ら
２
月
犯
日
生
ま
れ
（
該
当
者
に

は
通
知
が
い
き
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
尿

食
事
記
録
の
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ

ク
や
献
立
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
肥
満
や
糖
尿
病
Ｆ
高
血
圧
な

ど
で
食
事
療
法
の
必
要
な
方
も
ぜ

ひ
ご
相
談
ぐ
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
電
話
予
約
（
日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
担
当
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士

心
の
悩
み
を
持
っ
た
方
の
た
め

に
糖
神
衛
生
相
談
を
行
っ
て
い
ま

自
己
診
断
で
〃
し
こ
り
〃
を
触

れ
た
か
ら
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
が

す
べ
て
乳
ガ
ン
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

別
の
病
気
で
あ
る
場
合
も
あ
り
、

を
は
じ
め
、
乳
房
の
病
気
の
早
期

発
見
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

生
理
が
終
わ
っ
て
数
日
後
が
艇

も
異
常
を
発
見
し
や
す
い
時
期
で

す
。

療
育
相
談

精
神
衛
生
相
談

栄
養
相
談

柏
市
柏
２
５
５

窓
（
師
）
１
２
５
５

乳
房
の

自
己
診
断

燕
藤
艤
肋
陥
職
歴

す
。
一
人
で
悩
ま
な
い
で
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
電
話
予
約
（
日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
担
当
神
経
内
科
医
機
山
達

郎
先
生

の
あ
る
も
の
は
、
乳
腺
症
や
乳
腺

線
維
腺
睡
、
乳
腺
褒
腫
な
ど
と
考

え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も

治
療
法
も
違
っ
て
き
ま
す
。

一
般
に
乳
ガ
ン
の
〃
し
こ
り
〃

は
痛
み
を
伴
わ
ず
、
石
の
よ
う
に

固
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
境

界
が
不
明
瞭
な
も
の
や
、
弾
力
性

寝
た
き
り
高

訪
問
歯
科

学
校
生
活
や
家
庭
環
境
、
育

児
、
非
行
問
題
で
お
悩
み
の
保

謹
者
の
方
、
家
庭
児
童
相
談
室

で
は
こ
う
し
た
問
題
の
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。

ご
家
族
だ
け
で
悩
ま
ず
に
、

専
門
の
先
生
に
相
談
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。
ご
家
族
や

子
供
の
立
場
に
な
っ
て
解
決
の

育児。非行問題などでお悩みの方 市
で
は
、
我
孫
子
市
歯
科
医
師

家庭児童相談室に

ご相談を

冠(85)1111内線352
1

糸
口
を
さ
が
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
。
秘
密
は
固
く

守
り
ま
す
。
来
室
す
る
か
、
電
話

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
主
な
相
談
内
容
〉

◎
友
だ
ち
が
い
な
い
、
い
じ
め

ら
れ
る
、
登
校
を
渋
る

◎
先
生
と
合
わ
な
い
、
学
校
の

勉
強
に
つ
い
て
い
け
な
い

。
盗
み
、
家
出
、
夜
遊
び
、
シ

ン
ナ
ー
遊
び
、
テ
レ
ク
ラ
遊
び

◎
つ
め
か
み
の
く
せ
、
夜
尿

◎
家
庭
内
暴
力

◎
養
育
に
つ
い
て
（
経
済
問
題
）

◎
そ
の
他
、
子
供
を
取
り
巻
く

諸
問
題

▼
相
談
日
時
土
・
日
峨
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
毎
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

▼
相
談
場
所
。
問
い
合
わ
せ

児
童
保
育
課
家
庭
児
童
相
談
室

壷
（
距
）
１
１
１
１
内
線
３
５
２

会
の
協
力
を
得
て
、
妬
歳
以
上
の

在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
を
対
象

に
歯
科
の
訪
問
診
療
と
保
健
指
導

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

寝
た
き
り
状
態
の
た
め
、
歯
科

診
療
を
あ
き
ら
め
て
い
た
方
は
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
保

健
セ
ン
タ
ー
へ

一
般
例
で
す
か
ら
、
正
確
な
診

断
は
、
医
師
の
触
診
、
さ
ら
に

は
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
超
音
波
な
ど

の
画
像
診
断
や
、
細
胞
診
断
の

結
果
を
待
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

乳
房
の
病
気
の
早
期
発
見
の

た
め
に
は
、
自
己
診
断
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
医
師
に
よ
る
定

期
的
な
検
診
を
あ
わ
せ
て
行
う

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

市
な
ど
で
行
う
乳
ガ
ン
検
診

を
祇
極
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

師
会
壷
（
配
）
５
５
２
５

、

夜 間の急病のときは

期日

5月11日

(火）

5月18日

(火）

5月25日

(火）

主な内容

･身近な健康法(話）
･体操（深呼吸、体を動か
す基本）

･食事診断・栄養のバラ

ンスをとるために

．正しい歯のみがき方と歯

そうのうろうの予防・肩

こり腰捕予防の体操
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４
歳
か
ら
９
歳
く
ら
い
の
子
供

た
ち
に
、
お
は
な
し
や
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
を
行
な
い
ま
す
。
ち
び

っ
子
た
ち
集
ま
れ
。

▼
日
程
＊
５
月
”
日
（
木
）
：
・
市

民
会
館
第
４
会
議
室
＊
５
月
超

三
三

日
（
木
）
、
”
日
（
木
）
：
．
布
佐
分
館

２５８

お
は
な
し
の
へ
や

第

▼
時
間
午
後
４
時
～
４
時
卵
分

▼
書
名
（
著
書
）
＊
ま
だ
ム
リ
が

き
く
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
読
む

本
（
吉
井
信
夫
）
＊
快
適
入
浴
（
金

子
今
朝
夫
）
＊
と
っ
て
お
き
、
ク

ス
リ
の
薬
箱
（
高
橋
功
）
＊
定
本
か

ら
だ
の
手
帖
（
永
井
明
）
＊
栄
菱
つ

れ
づ
れ
草
（
山
口
迫
夫
）
＊
如
歳
か

ら
の
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
（
金
田
武
彦

他
）
＊
人
間
を
超
え
る
気
功
（
呉

大
才
他
）
＊
新
版
ま
と
も
な
食
べ

も
の
ガ
イ
ド
（
鳥
居
ヤ
ス
子
他
）

＊
鼻
の
中
の
羅
針
盤
（
マ
ー
ク
・

マ
ッ
カ
チ
ョ
こ
＊
患
者
の
権
利

（
ジ
ョ
ー
ジ
．
Ｊ
・
ア
ナ
ろ

錨
市
民
図
書
館

鐙
湖
北
台
分
館

⑬
布
佐
分
館

鐙
移
動
図
誓
館

図
書
案
内

『
健
康
を
考
え
る
』

お
は
な
し

攪
一

図
書
館

だ
よ
り

垂
（
副
）
１
１
１
０

容
（
”
）
３
０
５
５

壷
（
的
）
１
３
１
１

壷
（
師
）
０
９
０
９会

■■■■I■■■■■

◎
湖
北
台
分
館
↑
権
ぎ
り
絵
）

▼
作
品
・
作
者
枇
杷
（
４
号
）
…

海
老
原
洋
子
（
中
峠
）
つ
ば
き

（
６
号
）
：
．
宮
原
秀
子
（
湖
北
台
）

琴
の
花
（
６
号
）
：
小
池
わ
か
子

（
湖
北
台
）
里
の
秋
（
６
号
）
・
・
・
伊

藤
良
江
（
湖
北
台
）
晩
秋
（
６
号
）

．
ゞ
・
滝
田
ひ
な
代
（
中
里
）

◎
布
佐
分
館
（
油
絵
）

▼
作
品
・
作
者
南
部
手
賀
沼
（
Ｆ

辺
）
、
団
地
（
Ｆ
理
、
え
ぐ
ら
れ
た

山
林
（
Ｐ
、
）
壼
顔
（
Ｆ
８
）
：
・
中
川

邦
彦
薊
北
宣

▼
展
示
期
間
５
月
７
日
（
金
）
か

ら
６
月
１
日
（
火
）
ま
で

氏

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
Ｉ

そよかせ号償書鼈:)S月の日程(蕊）
ステーション名場所

湖北湖北地 区公 民館

中 峠 中峠蝿田谷公園

青山台柴崎台4号公園

布佐平和台布佐南近隣センター

新木野新 木児 童公 園

久寺家久寺家あけぼの公園

つくし野東急ショッピングセンター裏

天王台東天王台東児童公園

|天王台西|浅野谷3号公園
|白山|三洋電機社宅入口
|並木|丸石家具駐車場
台田台田池尻公圃

根戸根戸近隣センター

つくし野|東急ｼｮｯビﾝグｾﾝﾀー 裏

ｊ後
別
別
㈹
棚
叩
妬
叩
卵
叩
妬
叩
伽
如
叩

午
上
猷
心
獣
４
欧
小
渉
心
欧
駄
小
愈
よ

く
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

間
釧
汕
、
加
加
加
加
加
刈
加
抑
如
加
加

時
１
２
３
２
３
２
３
２
３
１
２
３
２
３

，

19

木
６
・
加

７
・
剛 警

察
で
は
５
月
型
日
ま
で
防
犯

運
動
を
実
施
中
で
す
。

〈
運
動
の
重
点
〉

①
侵
入
盗
お
よ
び
乗
り
物
盗
の
防

止②
す
り
、
ひ
っ
た
く
り
の
防
止

③
乗
り
物
盗
に
対
す
る
自
主
防
犯

意
識
の
高
揚
と
防
止
環
境
づ
く
り

（
我
孫
子
警
察
署
）

ま
た
、
こ
の
運
動
の
一
環
と
し

て
、
市
防
犯
協
議
会
と
我
孫
子
警

察
署
で
は
、
自
転
車
の
防
犯
登
録

を
無
料
で
受
け
付
け
ま
す
。
防
犯

登
録
と
は
自
転
車
が
盗
ま
れ
て
、

他
の
場
所
で
発
見
さ
れ
た
時
、
登

録
番
号
に
よ
り
所
有
者
が
わ
か
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

▼防犯吾録会場位置図 行
楽
期
の

防
犯
運
動
実
施
中

自
転
車
の
防
犯
登
録
を
／
。

金

腿
・
邪

水

13
●

27
木

叫
・
羽

金

▼
日
時
５
月
哩
日
（
水
）
午
後
２

時
か
ら
４
時
（
雨
天
中
止
）

▼園芸教室日程表 ▼
時
間

▼
場
所

▼
定
員 集

園
芸
教
室
生

募
５
月
踊
日
（
火
）
か
ら
全
６
回

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
パ
ー
ド
ゴ
ル
を
競
う
。

く
コ
ー
ス
を
回
る
。

フ
を
ご
存
じ
で
す
か
。

ま
だ
、
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
「
自
然
の
気
象
条
件
に
左
右
さ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
よ
う
な
羽
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
が
、
年
々
愛
好
者
も
れ
や
す
い
が
、
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り

付
い
た
ボ
ー
ル
を
ゴ
ル
フ
ク
ラ
増
え
て
き
た
。
昨
年
辺
月
に
、
あ
の
シ
ョ
ッ
ト
が
風
に
乗
り
、
ホ
ー

プ
で
打
っ
て
、
傘
を
逆
ざ
に
立
ぴ
こ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
ル
・
イ
ン
ウ
ン
し
た
と
き
の
気
分

て
た
よ
う
な
ホ
ー
ル
へ
入
れ
る
フ
協
会
を
設
立
。
現
在
の
会
員
数
は
最
高
で
す
」
と
初
代
会
長
の
坂

競
技
。
ル
ｉ
ル
は
ゴ
ル
フ
と
似
は
約
１
２
０
名
。
年
齢
は
釦
歳
代
巻
さ
ん
。

て
い
て
９
ホ
ー
ル
ま
た
は
蝿
ホ
か
ら
、
歳
代
ま
で
と
幅
広
く
、
職

－
ル
を
回
り
、
打
数
の
少
な
さ
業
も
会
社
員
、
商
店
主
、
主
婦
と

い
ろ
い
ろ
だ
。

⑳
私
洲
鑑
洲
鰯
識
鵬
蝿
締

。
一
室
練
習
は
市
内
に
２
会
場
（
湖
北

ア
ド
バ
イ
ス
し
合
い
な
が
ら
楽
し

６
月
晦
日
（
火
）

５
月
弱
日
（
火
）

ｎ
月
坊
日
（
木
）
｜
冬
期
剪
定
（
落
葉
樹
・
針
葉
樹
）

皿
月
妬
日
（
火
）

９
月
泥
日
（
火
）
｜
花
壇
設
計
と
実
技

７
月
別
日
（
火
）

日
程

午
前
、
時
か
ら
正
午

中
央
公
民
館

先
着
窃
名
（
４
日
以
上

楽
し
い
造
園
概
論

庭
木
・
花
木
・
花
の
病
害
虫

挿
し
木
に
つ
い
て

繁
殖
床
に
出
る
病
気
と
そ
の
防
ぎ
方

夏
期
剪
定
（
常
緑
広
葉
樹
）

部
屋
の
鉢
物
と
と
り
木
の
方
法

庭
園
地
被
と
管
理

球
根
の
植
え
付
け
に
つ
い
て

っ
７
ポ
ー
ル
・
イ
、

‐
●

内
容

▼
場
所
我
孫
子
駅
南
口
自
転
車

駐
車
場
第
１
（
防
犯
登
録
位
迩
図

参
照
）
で
先
着
１
０
０
台
無
料

※
最
寄
り
の
自
転
車
店
で
は
防
犯

登
録
を
５
０
０
円
（
７
年
間
有
効
）

で
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

参
加
で
き
る
方
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
公
園
緑
地
課
緑
化
推
進
係
へ

の

ﾄI

樹木医
高野光利氏

購
師

▼
日
時
５
月
ｎ
日
（
火
）
午

前
９
時
鋤
分
か
ら
午
後
３
時

鋤
分
定
午
か
ら
午
後
１
時

ま
で
は
休
憩
）

▼
場
所
市
役
所
玄
関
前

▼
問
い
合
わ
せ
厚
生
課

募ふるさとの

崖歴史をみつめる

黍民俗文化財
講座生

献
血
に

ご
憧
力
を

’

▼
時
間
午
後
１
時
鋤
分
か
ら
３

時
ま
で

▼
場
所
中
央
公
民
館

▼
定
員
釦
名
（
無
料
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
教
育
委
員
会
市
史
編
さ
ん
室

垂
（
弱
）
１
１
５
１
へ

昨
年
は
、
鳥
取
県
で
行
わ
れ
た

全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
祭
に
、
県
の
代
表
と
し
て
初

出
場
。
２
人
が
４
位
と
６
位
に
入

賞
し
た
。

今
年
は
同
大
会
が
柏
市
・
柏
の

葉
公
園
で
行
わ
れ
る
た
め
現
在
猛

練
習
中
・
・
・
。

「
全
国
レ
ベ
ル
も
上
が
っ
て
い

る
が
、
今
年
は
も
う
一
つ
上
の
順

位
を
狙
い
た
い
」
と
意
気
盛
ん
。

▼
会
長
坂
巻
電
（
理
１
４
２
３

▼民俗文化財講座日程表

購師内容

弘法大師空海

真言密教と受茶羅

大日如来と不動明王

十王図と間魔大王

怪談に現れた小泉八雲の世界

酒呑童子と頼光をとりまく人々

日程’

5月14日(金）

5月28日(金）

6月11日(金）

6月25日(金）

7月9日（金）

'7月23日(金）

真
言
宗
の

美
術
工
芸

市史綱典羨側

関忠夫氏

民
話
を語

る

市史綱躯委閲

井上正敏氏
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Ｉ
譲
り
ま
す
Ｉ

▼
無
料
で
＊
卓
球
台
〈
渡
辺
壷

（
配
）
８
９
９
４
〉

▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
コ
ー
ナ
ー
掲
載
は
、
市

民
生
活
課
消
費
生
活
係
で
電
話

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意
取

命
⑤
⑤
借
⑳
⑤
⑪
⑨
⑪

検
診
に
食
摂
ら
で
ゆ
く
目
借
ど
き
松
浦
白
椀

え
ぞ

・
限
蝦
夷
富
士
の
峰
な
お
白
し
水
芭
蕉
前
田
は
る

す
に
の
れ
ん
は
な
し
ょ
う
ぶ

町
の
湯
の
紺
の
暖
箙
や
花
富
蒲
高
沢
千
代
子

で
作

－
１

一
圦
蝿
垂
〈
白
髪
添
ひ
て
過
せ
し
五
十
年
宴
に
招
か
れ
今
日
ぞ

誼
詫
諏
嬉
し
き

三
上
敬
一

弐
吋
繩
つ
ぎ
つ
ぎ
と
パ
ー
ト
ナ
ー
替
は
る
ダ
ン
ス
の
輪
冷
た

が
。
役
き
手
あ
り
温
き
あ
り
て
木
崎
陽
子

》
幟
》
》
唇
睦
痙
遠
く
れ
な
ゐ
の
空
の
下
白
木
蓮
の
き
は
や

池
田
弓
子

り
週
孫
「
卯
三
郎
」
と
ふ
こ
け
し
工
房
華
や
ぐ
に
わ
れ
可
憐
な

ょ
月
我
る
小
さ
き
を
臓
ふ
掘
佐
一

だ
毎
．

よ
も
ざ

準
恥
封
華
蕗
の
た
う
と
蓬
の
天
ぷ
ら
出
し
く
れ
ぬ
久
留
里
城
下

締
り
応
の
茶
屋
に
憩
へ
ぱ
小
出
礼
子

つ
虫
い
と
こ

夫
亡
く
し
独
り
身
わ
れ
ら
従
姉
妹
同
志
肩
寄
せ
合
ひ

て
旅
の
空
ぬ
く
馬
場
千
鶴
子

選
舅
ほ
と
り
蕊
息
垂
琴
る
山
塞
泉
馨

太
を
歩
め
り

高
沢
千
代
子

錘
気
象
学
を
開
き
し
君
の
書
庫
朽
ち
て
窓
破
れ
た
り
住

短
こ
の
宵
ば
咲
け
る
桜
を
憂
ひ
為
る
寒
の
露
り
嬢

歌
山
む
人
も
な
く

降
り
き
て

須
釜
壷

は
く

焚
火
あ
と
に
燃
え
残
り
ゐ
る
ア
ル
ミ
箔
土
に
な
じ
ま

ぬ
光
は
な
ち
て

公
手
孝
嗣

俳句

染谷杲径選

さ
ん
ろ
く
ふ
き
な
が

山
麓
の
家
と
び
と
び
に
吹
流
し
公
手
孝
嗣

墓
誌
刻
む
石
エ
の
肩
に
花
吹
雪
野
口
こ
う

山
寺
へ
二
人
三
人
遮
跨
く
る

蛭
間
八
寸
子

鳥
ど
ち
の
葦
ぐ
運
瀧
密
雲
警
享

は
な

沼
白
く
雨
こ
ま
や
か
に
つ
ば
く
ら
め
壁
谷
千
鶴
子

熱
匪
や
か
ら
く
り
時
計
の
展
示
場
和
田
正
邨

ぶ
ら
ん
こ
に
誰
か
を
待
ち
て
夕
日
形
篠
田
ま
さ

篭
毫
と
き
お
り
鍵
鮭
巽
田
案
謙

の
ど
か

議
談
等
通
勤
電
車
窓
開
け
て
村
上
弘

し
ょ
く
と

め
か
り

検
診
に
食
摂
ら
で
ゆ
く
目
借
ど
き
松
浦
白
梅

え
ぞ

蝦
夷
富
士
の
峰
な
お
白
し
水
芭
蕉
前
田
は
る

の
れ
ん
は
な
し
ょ
う
ぶ

町
の
湯
の
紺
の
暖
簾
や
花
蔑
蒲
高
沢
千
代
子

り
扱
う
品
物
は
、
家
具
、
台
所
用

品
、
電
気
製
品
、
子
供
用
品
葡
学

習
用
品
自
転
車
（
原
付
を
含
む
）

な
ど
、
主
と
し
て
日
曜
雑
貨
等
の

耐
久
消
費
材
と
し
ま
す
。

衣
類
、
自
動
車
、
生
き
物
は
取

り
扱
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
消

鐵
生
活
係

ー

、

’

／ 、

ひ

ろ

Iざ篭民
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国
道
６
号
線
か
ら
県
道
我
孫
子

関
宿
線
の
根
戸
十
字
路
交
差
点
周

辺
か
ら
、
北
柏
方
面
へ
向
か
う
両

側
に
広
が
る
住
宅
地
が
根
戸
中
町

会
（
右
図
参
照
）
。

自
治
会
発
足
は
古
く
、
根
戸
村

と
呼
ば
れ
た
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。

現
在
、
会
員
数
は
詔
世
帯
（
５

班
）
。こ

こ
は
、
も
と
も
と
農
家
中
心

の
世
帯
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い

た
が
、
今
で
は
専
業
腱
家
も
見
か

け
な
く
な
り
、
農
家
と
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
世
帯
が
半
々
ぐ
ら
い
。
農
業

は
、
兼
業
腱
家
が
多
く
な
っ
た
。

今
回
は
会
長
の
染
谷
和
男
さ
ん

ｒ

間】45月 月は赤十字運動月・65

赤十字社員
にご加入を

一一一一■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

に
お
話
を
伺
っ
た
。

「
こ
こ
は
町
な
か
と
違
い
、
新
し

く
越
し
て
き
た
方
は
ひ
と
目
で
わ

か
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
昔
か
ら

の
土
地
っ
子
で
、
顔
な
じ
み
の
方

ば
か
り
で
す
。
今
で
は
珍
し
く
な

日
本
赤
十
字
社
は
、
海
外
に

お
け
る
災
害
救
援
活
動
や
雲
仙

普
彊
岳
を
は
じ
め
と
す
る
災
害

救
謹
活
動
献
血
、
医
療
、
青

少
年
の
健
全
育
成
な
ど
の
事
業

を
種
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
す
る

た
め
の
財
源
の
多
く
は
、
赤
十

字
社
員
（
会
員
）
皆
さ
ん
の
社
費

で
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
５
．
６
月
の
赤
十
字

運
動
期
間
中
に
、
町
内
・
自
治

会
の
役
員
や
赤
十
字
奉
仕
団
の

方
々
が
、
皆
さ
ん
の
お
宅
に
お

伺
い
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
赤

一

十
字
の
人
道
的
事
業

に
ご
理
解
を
い
た
だ

ミ
ぜ
ひ
赤
十
字
社

一
個
に
ご
加
入
く
だ
さ

し▼
問
い
合
わ
せ
厚

生
課
社
会
係

一D－a－

4

り
ま
し
た
が
、
近
所
同
士
で
名
前

を
呼
ぶ
と
き
な
ど
も
屋
号
で
呼
び

合
う
ほ
ど
親
し
く
、
と
て
も
仲
が

い
い
で
す
よ
。

た
と
え
ば
、
買
い
物
に
で
か
け

た
り
、
道
端
で
顔
を
合
わ
せ
た
り

岬
年
剛
？
県
の
優
良
施
策
に
輝
く

平
成
４
年
度
県
の
優
良
施
策
実

施
市
町
村
と
し
て
、
集
団
査
源
回

収
事
業
を
市
民
、
事
業
所
、
自
治

会
な
ど
地
域
ぐ
る
み
で
進
め
て
い

る
我
孫
子
市
が
、
３
月
妬
日
（
金
）

と
え
ば
、
買
い
物
に
で
か
け

、
道
端
で
顔
を
合
わ
せ
た
り

▲
根
戸
十
字
路
交
差
点
か
ら

見
た
自
治
会
の
街
並

ぐ
地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
を

図
る
根
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー

一‐ _一-

我
孫
子
式
集
団
資
源
回
収
事
業

す
る
と
必
ず
一
声
か
け
、
お
茶
で

も
や
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
と
気
軽

に
あ
い
さ
つ
。
毎
日
が
日
課
の
よ

う
な
も
の
で
す
。

行
事
は
毎
年
８
月
に
夏
祭
り
、

如
月
に
は
文
化
祭
を
根
戸
近
隣
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
夏
祭

り
で
は
焼
き
そ
ば
や
綿
あ
め
な
ど

の
露
店
が
軒
を
連
ね
、
に
ぎ
や
か

で
す
。
盆
踊
り
は
子
ど
も
達
が
浴

衣
姿
で
楽
し
く
踊
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
行
わ
れ
た
根
戸
地

区
綱
引
き
大
会
で
は
念
願
の
優
勝

を
果
た
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

ま
す
ま
す
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
も
深
ま
っ
て
い
ま
す
ね
」
。

▼
会
長
染
谷
和
男
根
戸
５
８

１
の
狸

県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
創
意
工
夫
さ
れ

た
施
策
を
実
施
し
た
市
町
村
を
対

象
に
県
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

市
の
受
黄
は
平
成
２
年
度
の
鳥
の

▲
表
彰
を
受
け
る
大
井
市
長

こ
あ
れ

博
物
館
建
設
事
業
に
つ
い

で
２
度
目
。

近
年
、
環
境
問
題
が
叫

ば
れ
て
い
る
な
か
、
ご
み

の
減
逮
と
査
源
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
目
的
に
昭
和
弱
年

か
ら
行
っ
て
い
る
我
孫
子

式
集
団
回
収
や
牛
乳
パ
ッ

ク
の
回
収
へ
事
業
系
廃
棄

物
の
分
別
収
集
「
我
孫
子 ノ

エ
コ
・
ワ
ー
ク
町
会
」
の
設
立
、

家
庭
用
廃
食
油
の
回
収
な
ど
を

全
国
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
行

い
、
査
源
化
率
の
ア
ッ
プ
や
ご

み
処
理
経
費
の
節
減
な
ど
着
々

と
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
が

高
く
評
価
き
れ
た
も
の
で
す
。

今
回
の
受
賞
に
大
井
市
長
は

「
市
民
と
市
内
各
事
業
所
の
皆

さ
ん
の
、
ご
み
減
量
と
査
源
回

収
に
対
す
る
熱
意
と
努
力
が
認

め
ら
れ
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
ご
み
の
減
量

と
資
源
の
再
利
用
を
進
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ’

まこ
I

」 ４
月
、
日
（
月
）
、
水
道
事
業

設
證
者
で
あ
る
大
井
一
雄
市
長

は
、
湖
北
台
浄
水
場
高
度
浄
水

処
理
施
設
築
造
工
事
の
起
工
式

（
写
真
）
に
出
席
し
ま
し
た
。

湖
北
台
浄
水
場
は
、
地
下
２

０
０
濁
余
の
深
井
戸
、
本
を
水

源
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
配

水
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
色

度
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
オ
ゾ
ン
・
活
性

炭
併
用
の
浄
水
処
理
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
色
度
を
除
去
し
、

良
寅
な
水
道
水
を
供
給
す
る
も

の
で
す
。
こ
の
工
事
は
平
成
５

・
６
年
度
の
２
か
年
で
完
了
し
、

施
設
は
７
年
度
か
ら
稼
働
す
る

予
定
で
す
。
な
お
、
付
帯
工
事
と

し
て
次
亜
塩
素
注
入
施
設
と
ガ

ス
タ
ー
ビ
ン
の
非
常
用
発
電
機

設
誼
工
事
も
行
わ
れ
ま
す
。

４
月
哩
日
（
月
）
、
Ｊ
Ｒ
成
田

線
の
布
佐
駅
で
、
布
佐
橋
上
駅

舎
落
成
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
地
元
選
出
国
会
議

員
や
県
・
市
議
会
議
員
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
を
は
じ
め
、
協
力
者
な

ど
約
１
０
０
名
が
出
席
。

繍
燕
鍬
落
成
式
典
行
わ
れ
る

術
佐
地
区
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル

高
度
浄
水
処
理

施
設
の
起
工
式

一
一

一ロ

固 ＝屋
謹

1

あ
び

こ

あ
れ式

典
で
は
、
大
井
一
雄
市
長

（
写
真
）
が
「
近
代
的
な
駅
舎

に
は
、
県
内
で
も
例
を
み
な
い

公
共
施
設
な
ど
が
併
設
さ
れ
、

今
後
箒
布
佐
地
区
の
み
な
さ
ん

の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

ま
た
、
地
域
活
動
の
場
と
し
て
、

十
分
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

同
駅
は
平
成
３
年
１
月
か
ら

工
事
に
着
手
。
市
と
Ｊ
Ｒ
東
日

本
が
協
力
し
、
総
工
費
追
憶
円

を
か
け
て
建
設
。
３
階
橘
上
駅

舎
の
改
札
陰
市
内
５
つ
の
駅

に
先
立
ち
、
自
動
改
札
機
の
導

入
や
視
覚
障
害
者
用
警
告
ブ
ロ

ッ
ク
等
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑨あのころの ●●●

こ

れ

T
‐
ｌ
坐
あ
び
こ
あ

昔
懐
し
い
手
賀
沼
や
市
内
の
風
景
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
Ⅱ
広
報
広
聴
課
Ⅱ

亘 手
蛮
沼
親
水
広
場
「
水
の
館
」

は
、
水
と
人
と
の
か
か
わ
り
を

楽
し
み
な
が
ら
学
習
・
体
験
で

き
る
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

同
館
で
は
、
昔
た
く
さ
ん
い

た
手
蛮
沼
の
魚
た
ち
を
呼
び
戻

大
型
水
槽
が
お
目
見
え

手
賀
沼
親
水
広
場
・
水
の
館

＝＝ ＝ ＝

’

’
I-

そ
う
と
「
大
型
水
槽
」
（
写
真
・
横

３
．
５
脚
、
奥
行
き
・
高
さ
０
．
７

脚
）
を
設
謹
。
総
工
費
は
１
５
０
０

万
円
。
こ
の
水
櫓
は
、
子
ど
も
た
ち

に
見
や
す
い
高
さ
に
す
る
な
ど
工

夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
槽
に
は
、
今
で
は
数
少
な

く
な
っ
た
手
賀
沼
の
魚
ヨ
イ

・
ギ
ン
プ
ナ
）
た
ち
刀
種
類
、

約
１
０
０
匹
が
泳
ぎ
ま
わ
り
、

水
と
緑
の
美
し
い
手
爽
沼
の
再

生
を
願
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
手
黄
沼

に
住
む
魚
た
ち
を
ご
覧
に
な
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
問
い
合
わ
せ
手
爽
沼
親
水

広
場
垂
（
聖
）
０
５
５
５

れ
こ
れ
一

昭和28年頃の手賀沼の藻取り舟

撮影：深山正巳氏（湖北台）

昔の思い出の写真から当時の手賀沼を振り返ってみません

か。（このシリーズは毎月1日号に掲戦しています）

－

自治会訪問⑩

Ⅱ
根
戸
中
町
会
Ⅱ

ﾄ

、

な
あ
い
さ
つ
で
交
流
を
図
る
。

昔
か
ら
の
顔
な
じ
み
。
気
軽

卸
〒

士画

I目
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つるまちひろ

鶴間千尋ちゃん
（天王台．11か月）

庫■
世受付5月31日(月)まで

し配布対象者重度の身体障害者

（1級および2級）の方

し配布枚数1人につき20枚

'申し込み・問い合わせ整理票

(郵便局､障害福祉課に用意）に記

入のうえ、最寄りの郵便局に身体

障害者手帳を提示してください。

また、郵送の場合、手帳番号、等

級、住所、氏名を明記のうえ天王

台6の8の15我孫子郵便局郵便課

猛(82)4251へ

す 同会は夫が死亡まだは離婚し、

20歳未満の子どもを扶養している

方、田子家庭を経て子どもが20歳

以上になった田親の集まりです。

クリスマス会、遠足、バザーな

どいろいろな行事を通して皆さん

と交流を深め、助けあっています。

みなさんのご加入をお待ちして

います。会費は年間300円です。

惨問い合わせ児童保育課

傍日時・場所5月30日(日)午後

1時30分開場、市民会館

し指揮林紀人氏

伝入場料800円(全席自由）

少入場券発売所平賀書店ほか

少問い合わせ竹内壷(88)0473

（午前10時から午後8時、電話で

の予約もできます）

こ
や
が
ち
ゃ

たべしんや

田部真也〈ん
（中峠｡1歳1か月）

ん ｜

【● I， シ日時・場所5月16日(日)午前

9時30分開場、湖北地区公民館

し曲目観世流…嵐山・善知鳥他

宝生流…田村・東北他(入場無料）

し問い合わせ（観世流）市川盃

(82)4336、（宝生流）小太刀

念(82)3653

｜

’

レテーマ我孫子の未来

修対象市内在住、在学、在勤者

し応募方法・問い合わせ400字

詰め原稿用紙5枚以内にまとめ、

住所、氏名、年齢、職業、電話番

号を明記し、5月15日（土・当日

消印有効）までに天王台5の2の

3の201（有)ですぐ内我孫子青年

会議所平田いつ子盃(84)9900へ

｜

し試験日7月16日（金）

惨会場慈恵柏看護専門学校

少願書配布5月6日(木)から21

日(金)まで（柏保健所）

惨願書受付5月24日から26日

し問い合わせ柏保健所指導課

’ ｜

⑳⑤⑭圃園’
▼日本電気労働組合我孫子支部様

から心身障害者福祉作業所rみず

き」にとチャリティーバザー収益

金よりBSチューナー内蔵型テレ

ビの寄贈がありました。

▽社会福祉事業墓金にとまごしん

愛の募金会様(根戸)から1万767

円、小林様(下ケ戸)から4万円、

市民の方（匿名、中峠）から2万

6000円の寄付がありました。

▼社会福祉協議会へ福祉のために

と中村亮太様(緑)から布地、石lll

進様(栄町安食台)から1万円の寄

付がありましだ。

シ受講期間6月7日から7月12

日まで（受講無料、定員30名）

惨場所県女性就業援助センター

（干葉市）

し受付期間5月13日(木)、14日

(金)、午前の部…9時から11時30

分、午後の部…1時から4時30分

※詳しくは県女性就業援助センタ

ー盃043(247)8542へ

園國回国
’
伝日時・場所5月8日(土)午後

2時から4時、干葉市民会館

※詳しくは県社会部青少年女性課

容043(223)2396へ

【P‘

蛭

騨
函
５
月
鰯
溌

』

職
〃

鋒連
大

詠
詠

棚
吟

子
回

盟
会

シ日時・場所毎週金曜日午後7

時から9時第一小学校体育館

し申し込み・問い合わせ中尾a

(82)3275へ

シ日時5月9日(日)午前9時30

分開場、1’0時開演（入場無料）

し場所湖北地区公民館

傍問い合わせ米野登(88)1243

母子寡婦福祉会入会者 青い ﾊガｷ 布
我孫子市民フィル
第13回定期演奏会

我孫子市謡［
第10回謡

連合会
ヨ大

我 孫 子 青年会議所
10周年記念事業作文平成5年4月1日現在＊世帯数40,547世帯

人□122,763人男61,518人女61,245人
●市役所本庁85-1111●市民図書館本館84-1110湖北台
●つくし野支所84-8801分館87-3055布佐分館89-1311
●湖北台支所88-0828移動図塞藍87-0909

１
８
１
５
１
３
２
２

’
一
一

８
９
８
８

所
所

支
支

北
佐

湖
布

●
●

●都市改造事務所85-1171

●身体障害者福祉センター88-0141

●教育委員会85-1151●あらき園88-4188
●水道局84-0111●つつじ荘88-0123
●消防暑84-0119●西部福祉センター85-5818
●少年センター84-1900●生活環境課(浄化槽）87-2379
●保健センター87-11訓（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547
●市民会館84-331'1●近隣センター布佐南89-3740
●公民館中央82-0515 天王台北82-9988根戸83-5363

湖北地区88-4433●市民センター寿83-7722湖北
●鳥の博物館85-2212台88-9927布佐本館89-1193
●市民体育館87-1155布佐ステーションホール89-5800

調理師試験

野田市役所新庁舎落成記念
｢文化講演会･演奏会･作品展」

女性就業棚議習会受講者

第11回家庭婦人
バ ド ミ ン ト ン大会

楽しく遊ぼう（学校週5日制
関連行事）

県民の日東葛飾地区行事

平成5年度 青 年 海 外
協力隊募集説明会

日曜当番医，1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻービｽが(85)1'313
職ﾃﾆｽ縣体散会鴎会

岡発戸而刷綴自綱察会

ろ⑤

4⑭

S⑳

⑰木

7金

S土

⑪⑧

10月

Ⅲ 火

12水

1冠木

14金

15土

16⑤

”休日当番医＝テレホンサービス
唇休日載急歯科診鼠日=休日撒急歯科診蛎(市民会館内)9:冊へ41:30
虚市民図書館休館〃つつじ荘休館〔薮西部福祉ｾﾝﾀｰ休館

〃休日当番医＝テレホンサービス

画休日鱸酋科診慨B=体B鱸銅認所(而民会郡)9:Ⅱ~11:30
毎市民図書腿休館”つつじ荘休館”西部福祉ｾﾝﾀｰ材鑓

《蚕休日当番医＝テレホンサービス

‘壷休日執急歯科認日二休日剃謹科診甑(市民錨内)9:00へ41:30
童市民図書館休館・つつじ荘休館”西部福祉ｾﾝﾀｰ伸鑓

言市民図書館休館
彦鳥の博物館休館

〃烏の博物館休館
”健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

〃酒害相談＝寿市民センター13:30～15:30

【蚕市役所閉庁(－部の施設は除く）

〃日曜当番医＝テレホンサービス
〃休日鱸歯科鯛日=休日編歯科診蛎(而監鬮内)9:M~11:30

画一交通事故相談＝市民相談室10:00～15:00

”･心配ごと相談＝保健センター9:00～15;00
虚､市民図書館・鳥の博物館・つつじ荘・西部福祉センター休圃

‘多法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
g壷鳥の博物館休館
〃つつじ荘休館 ”西部福祉センター休館

”消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

画登記相談＝市民相談室10:00～12:00

e･不動産相談＝市民相談室10:00～15:00

画’健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

【薮市役所閉庁(－部の施設は除く）
画･少年の日

〃R朧当番医＝テレホンサービス

”体B鱸歯科診圃日二休日源鬮科診鼠所(市民会鬮内)9:Ⅱヘノ11:30
”結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00”家庭の日

〃市役所閉庁(一部の施設は除く）

‐日曜当番医＝テレホンサービス

〃休日翻急歯科診涜日=休日醐謎科診攪所(甫民会鬮内)9:M~11:洲

画･結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00

消費生活講座r老後を
安心して暮らすために」

鵜:ｵーブﾝ端I卓脈会 第7回九十九里
はだしで歩こう大会参加者

第13回連盟華道展

茶道連盟月 釜

学童保育室指導者

ご利用ください

r声の広報あびこ」
市では、視覚障害者の方を対象

に、広認あびこをテープに吹き込

んだ「声の広報あびこ」を発行し

ています。費用は無料です。

し問い合わせ広報広聴課

。
■
凸
“
〃
■
ｒ 卓球メンバー


